
都立国分寺高等学校 グランドデザイン  
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【生徒の現状】 

学習活動：基礎学力を向上させようとする態度を持ち、与えられた課題に取り組むことができる。 

     難関国公立大学合格を目指す進路実現の意識が高い。 

課  題：暗記型の学習に終始してしまい自らかんがえようとする姿勢に乏しい。 

進学に対する動機や社会に対する関心が弱い 

対  策：理念に踏み込んだ考察を行おうとする姿勢の涵養や開かれた視野での自己の将来像の育

成が必要である。 

特別活動：全校生徒が参加し、充実した活動に満足感を得ている。４つの学校祭を短期間で実施さ

せるプロセスを１年間の中核として位置づけ、高度な完成度を誇っている。 

課  題：特別活動と学習活動のバランスが取れない事例がある。特別活動で培った力を認識し他

の分野に応用していく態度に乏しい。 

【学校の現状】 

学習活動：専門性の高い授業、生徒の主体的な取り組みを求める授業、きめ細かい指導が行われる

習熟度授業が充実している。 

課  題：教科の枠を超えた指導体制の検討。【予想される社会の変化】に対応した指導の実践。 

対  策：授業だけでなく日常的な場面を通じて生徒に社会に目を向けさせ、教員が生徒に語りか

ける機会を増やしていくことが求められる。 

特別活動：生徒の活動を保証し、主体的な取り組みを尊重している。 

課  題：入学生の変化もあり、学習活動と特別活動の両立が立ちゆかない事例が散見する。 

対  策：膨らんできた学校での取組を精査し、教員・生徒双方の多忙感を減らしていくことが求

められる。 

【育成すべき資質・能力】 

１ 教科・科目において、三要素に基づく学力を確実に習得する力（個人の資質・能力） 

（１）基礎的な知識・技能を確実に学び取る力 

（２）深く学び、主体的に学ぼうとする力 

（３）領域に縛られない豊かな発想をもって広い視野で物事を考える力 

（４）学習によって得られた基礎的な素養を教科・科目の垣根を越えて結びつけられる力 

２ 自分自身の心身を鍛え、健康で元気な生活を送る力（個人の資質・能力） 

（１）健康の保持増進に努め、困難を克服する努力を継続していける力 

（２）自己の行動を管理し自律的な時間管理ができる力 

（３）現状からの前進を図り向上していこうとする力 

（４）正しい判断ができる健康な心と他者を思いやる感性の豊かさを育む力 

３ 他者と協働しながら困難を乗り越えて課題を解決する力（主に高校生活の中で集団としてみがかれる力） 

（１）変化を受け入れ、困難な事象に忍耐強く対応する力 

（２）自らの実践を振り返り、他者と協働する力 

（３）自らを表現するとともに、他者を寛く受け入れる力 

（４）自らの目標に向かって挑戦し続ける力 

４ 社会に開かれた視点を持って課題を見いだそうとする力（広く社会に開かれた視点を持って社会人として成長していこうとする力） 

（１）自らが生きる社会に関心を持ち、自律的に課題を発見していこうとする力 

（２）情報を広く収集し、整理し、課題解決につなげようとする力 

（３）自らの将来設計を社会との関連の中で構築し、常に修正をしながら社会に貢献をしようとする姿勢 

（４）他者との協働の中で、生涯にわたって自己実現を図り続けようとする姿勢 

 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

本校の教育目標や校歌に掲げられている「知」・「情」・「意」を兼ね備え、心身共に健康で調和のとれた人材 

（１）「知」を有する人材 

深い教養を身につけ、基礎的で幅広い学習によって身につく豊富な教養を持つとともに、他人の意見にも耳を傾けられ、お互いを尊重しつつ理解でき

る能力を持つ人材。 

（２）「情」を有する人材 

正当な判断ができる理性を身につけ、さまざまな領域をつなぎ、広い視野から物事を判断できるとともに、それらを協働しながら社会的に正しく運用 

できる能力を持つ人材。 

（３）「意」を有する人材 

進取の気性を持ち、リーダーシップを発揮できる人である。自ら課題を探してそれを解決しようとする意欲と行動力があり、さらに社会や日本のリー

ダーとしてのマネージメント能力を持つ人材である。 

【教育目標】 

将来の日本のリーダーになり得る生徒を

育成するために、教養を深め、進取の気性

を養い、知、情、意を兼ね備え、心身共に

健康で調和のとれた人間を育成する。

 

学校像/学校経営計画 

本校は、昭和４４年開設以来、学業と学

校行事・部活動等の充実と両立の指導を

継続し、高い学力を身に付けた生徒の育

成を図りながら、豊かな情操と適確な判

断力等も身に付けた生徒、及び、心身とも

に健康な生徒の育成を図っている。また、

進学重視型単位制高校の特色を最大限発

揮し、進学指導特別推進校として、将来の

日本社会を支える高い資質をもった生徒

の能力の一層の伸長を図り、国公立大学

や難関私立大学等への進学希望実現に努

めている。 

 

【予想される社会の変化】 

・生産人口の激減や単純労働の減少 ・女性の社会進出 ・労働形態の多岐化 ・グローバル化の進行 ・SOCIETY５．０の到来 



【育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 
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目指すべき 

生徒の将来像 

１ 教科・科目におい

て、三要素に基づく学

力を確実に習得する力 

 

学習を支援する者（教員等）に

与えられた課題に取組ながら、

確実に知識・技能を身につけ

る。 

自身の課題を発見し、課題解決

に向けて自身の学習スタイルを

模索する 

自身の課題解決のために、自律

的主体的に取り組む。 

自身の課題解決を図るだけで

なく、他と共働する姿勢を持

つ。 

 

４ 社会に開か

れた視点を持っ

て課題を見いだ

そうとする力 

（３）自らの将

来設計を社会と

の関連の中で構

築し、常に修正

をしながら社会

に貢献をしよう

とする姿勢 

（４）他者との

協働の中で、生

涯にわたって自

己実現を図り続

けようとする姿

勢 

 

 

 

学ぶことの楽し

さを知っている

人物 

 

生涯にわたって

学び続ける資

質・能力を持ち、

集団のリーダー

として社会を牽

引する人物 

２ 自分自身の心身を

鍛え、健康で元気な生

活を送る力 

 

生活習慣を整え、学習と他の活

動とのバランスを上手に取ろう

と努力する 

積極的な学習活動を図るために

はどのような生活をするべきか

を考え、加えて、多忙で困難な

時期でも、安定した心身を保つ

ために何をすればよいか、考え

る姿勢を持つ 

様々な体験を積み、人間関係

も経験した上で、自らの行動

を他との関連の中で考え、将

来につながる自己のあり方を

構築していく 

３ 他者と協働しなが

ら困難を乗り越えて課

題を解決する力 

 

教員や先輩の指導を受けなが

ら、与えられた課題を解決し、

他者と共働しながら目標を達成

使用と努力する。 

本校での体験を基にして、課題

を解決し、次に取り得る方策を

考え、新たな段階へと向上して

いこうと努力する。 

自らの経験や成果を後輩など

の他者に伝え、他者に伝える

ことによってさらに自らを相

対化し、発展させようと努力

する。 

４ 社会に開かれた視

点を持って課題を見い

だそうとする力 

 

指導によって得た知識・技能が

自らの生きる社会とつながって

いることを意識する。 

自己の将来を考え、情報を収集

し、社会の中の自分を意識す

る。 

教科・科目で習得した知識・技

能を社会に広げ、自らの将来に

つなげていこうと考える。 

情報を収集し、社会の中で、自

分が将来どのような活躍を図れ

るか、考える。 

教科・科目で習得した知識・

技能を社会に広げ、他者にど

のように影響を及ぼす、ある

いは、貢献できるかを考え

る。 

自らの将来設計を具体的にイ

メージし、そのための方策を

具体的に考え、努力する。 


